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はじめに 

北近畿豊岡自動車道は、高規格幹線道路整備計画の一環として位置づけられた兵庫県北部を縦貫

する主要幹線道路で、一般国道 483 号として整備する自動車専用道路です。 

北近畿豊岡自動車道 豊岡道路(Ⅱ期)事業（(仮)豊岡北 JCT・IC～豊岡出石 IC 区間）（以下、「豊岡

道路(Ⅱ期)」という。）は、既に供用中の近畿自動車道敦賀線、播但連絡道路、北近畿豊岡自動車道

（春日和田山道路・和田山八鹿道路・八鹿日高道路・日高豊岡南道路・豊岡出石 IC～但馬空港 IC区

間（以下、「豊岡道路」という。））等と一体となったネットワークを形成し、広域交通を分担するこ

とにより、交通流動の円滑化、災害時の代替性を確保するとともに、交差する主要な幹線道路と連結

を行うことにより、兵庫県北部地域の産業経済活動の発展及び豊富な観光資源の利用促進・開発等に

寄与することを目的としています。 

このうち、豊岡道路(Ⅱ期)を含む北近畿豊岡自動車道（豊岡市新堂～豊岡市上佐野間）については、

事業の実施が環境に及ぼす影響を明らかにするため環境影響評価を実施し、「環境影響評価書（豊岡

都市計画道路 1.4.3 号 北近畿豊岡自動車道北線）平成 27 年 5 月兵庫県」（以下、「評価書」と記す。）

としてとりまとめられています。 

本報告書は、北近畿豊岡自動車道北線のうち、豊岡道路(Ⅱ期)について、評価書に基づき、豊岡道

路(Ⅱ期)及びその周辺における生活環境、自然環境、その他、地域の環境の状況を把握することを目

的として、令和 7年度に実施した事後監視調査の結果等をとりまとめたものです。 
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2. 対象事業等の工事の進行状況

2.1.  工事の進行状況

対象事業の工事等の実施状況を表 2-1 に示します。 

豊岡道路(Ⅱ期)の工事は令和 5 年度に着手し、令和 7 年度は戸
と

牧
べら

地区及び奥岩井地区における改

良工事（工事用道路の設置等）を実施しています。 

なお、豊岡道路（豊岡出石 IC～但馬空港 IC 区間）については平成 30 年度に先行して着手し、令

和 6 年 9 月に暫定 2 車線での供用を開始しています。豊岡道路(Ⅱ期)においても、暫定 2 車線での

供用を予定しています。 

表 2-1 工事工程表（豊岡道路(Ⅱ期)）

地区 工区 工種 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

（仮）豊岡出石IC橋 橋梁

戸牧地区改良 土工

奥岩井地区 奥岩井地区改良 土工

戸牧
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3. 事後監視調査の期間

評価書に記載されている事後監視調査項目のうち、本区間（豊岡道路(Ⅱ期)）に該当する項目の

実施時期を表 3-1 に示します。 

令和 7 年度に実施した事後監視調査の内容については、本報告書「4. 事後監視調査の内容」に

記載し、実施した環境保全措置については、本報告書「4. 事後監視調査の内容」及び「6. 環境の

保全と創造のために講じた措置の概要」に記載しています。 
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(3)  調査方法 
a） 保全措置の実施状況の確認（移植） 

移植時においては、目視及び写真撮影により移植先における保全措置の実施状況を確認しま

した。 
 

b） 保全効果の確認（生育状況の確認） 
移植後においては令和 4年 11 月及び令和 5年 3月の移植先を確認し、目視及び写真撮影等の

直接観察により、ハンゲショウの生育状況（生育面積、草丈、虫食い等の状況、生育環境）を把

握しました。また、高茎草本等の他種によるハンゲショウの抑制が懸念されたことから、草刈り

を実施しました。 

 

 
図 4-3 直接観察 

 

 
写真 4-1 草刈り 
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4.1.2.  ミサゴ、サシバの繁殖状況 
(1) 対象種

対象種は、環境影響評価時に、豊岡道路（Ⅱ期）周辺において営巣が確認されたミサゴ及びサ

シバとしました。

(2) 調査範囲

ミサゴ、サシバの繁殖状況に係る調査範囲は、環境影響評価時に事業実施区域周辺で確認され

た営巣地周辺としました。定点観察の調査地点は、猛禽類の生態的な特性を踏まえ、可視領域が

確保でき、事業実施区域及びその周辺に生息する種を確認しやすい場所として 5 地点を設定し

ました。 

環境影響評価時に確認された営巣地及び調査地点位置図を図 4-4 に示します。 
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(5) 調査結果

環境影響評価時（平成 17～25 年）、工事前（令和 4～7 年）、及び工事中（令和 6～7 年）の調

査における、猛禽類及びコウノトリの確認結果を表 4-9 に、各調査における調査時期を表 4-10

に示します。なお、表 4-10 中の「環境影響評価時」の確認結果は、平成 17年～平成 25 年まで

の調査のうち、4月～8月の調査結果によるものです。 

令和 7年繁殖期における猛禽類の繁殖状況は、表 4-11 及び図 4-5 に示すとおりです。 

令和 7年繁殖期は、ミサゴについては、 では、令和 6年と同じ営巣木において幼鳥が

確認され、 では、新たに営巣木が確認され、巣内雛および幼鳥が確認し、繁殖成功の可

能性が高いと判断されました。 

サシバについては、 では新規営巣地で巣内雛 2 個体が確認されました。 で

は既知営巣地で巣内雛 1個体を確認し、餌運びが確認され、巣外育雛中と考えられました。

では飛翔や餌運び、鳴き声を確認し、新規営巣地で巣内雛 2個体と巣立ち幼鳥 1個体が確認

されました。 では飛翔や餌運び、鳴き声を確認し、新規営巣地で巣内雛 2個体が確認さ

れました。 では飛翔や餌運び、鳴き声が確認され、新規営巣地で巣内雛 2個体が確認さ

れました。 では飛翔等を確認されたものの、繁殖に関わる行動の確認はされませんでし

た。 

調査地域において過去に繁殖が確認された希少猛禽類（ミサゴ、サシバ）について、繁殖状況

の経年変化を表 4-12 に示します。過年度の繁殖状況のうち、「繁殖成功」、あるいは「繁殖成功

の可能性が高い」と判断された地区数を整理したところ、これら 2種の合計で、環境影響評価時

に 1 年あたり 0～4 地区だったものが、工事前は 1 地区となりましたが、工事前～工事中の令和

6年～7年繁殖期では 3～7 地区となりました。 

以上より、引き続き工事前及び工事中の調査を実施することにより、工事の影響を確認してい

くこととします。 

なお、令和 7年繁殖期では、ミサゴ、サシバ以外にもハチクマ、オオタカについても繁殖に係

る状況が確認されました。（表 4-11 及び表 4-12 参照） 

ハチクマについては、 で雌雄成鳥の行動や餌運びが確認されたものの、営巣地の特定

には至らず、繁殖成否不明としています。 

また、オオタカについては、狩りやとまりが確認されましたが、巣内雛や幼鳥は確認されず、

繁殖成否不明としています。 
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ミサゴ成鳥と営巣木（ ） ミサゴ雌成鳥（ ）

ミサゴ性不明成鳥（ ） ミサゴ幼鳥と営巣木（ ）

ハチクマ雄成鳥（ ） ハチクマ雄成鳥（ ）

ハチクマ雌成鳥（ ） サシバ雄成鳥（ ）

写真 4-2(1) 猛禽類の確認状況（令和 7 年繁殖期） 
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サシバ巣内雛（ ） サシバ雄成鳥（ ）

サシバ巣内成鳥と雛（ ） サシバ雄成鳥（ ）

サシバ雄成鳥（ ） サシバ雄成鳥（ ）

サシバ巣内幼鳥と雛（ ） サシバ雄成鳥（ ）

写真 4-2(2) 猛禽類の確認状況（令和 7 年繁殖期） 
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サシバ巣内雛（ ） サシバ雄成鳥（ ）

サシバ巣内雛（ ）

写真 4-2(3) 猛禽類の確認状況（令和 7 年繁殖期） 
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図 4-5猛禽類営巣地等位置図 
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